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	１　大会テーマ
	『社会的養育推進計画後半戦』　～新たなステージへ～

	２　趣　　旨
	平成29年に発表された「新しい社会的養育ビジョン」の実現に向けて、令和7年度から都道府県社会的養育推進計画の後期が始まっています。発表から8年間で、社会的養護の在り方は、望むと望まざるとにかかわらず、大きな変化を求められてきましたが、未だ、その変化に十分に対応しきれていない施設も少なくないのが現状です。 　加えて、「人材不足」「働き方改革」「物価高騰」「デジタル化」「災害対策」など、社会情勢の変化も著しいものがあり、柔軟に対応していく必要があります。これまでの児童養護施設向け研修では、主に養育に...

	３　主　　催
	４　後　　援（予定）
	香川県、高松市、全国児童養護施設協議会、社会福祉法人香川県社会福祉協議会

	５　期　　日
	令和７年９月９日（火）～１１日（木）

	６　会　　場
	住所：〒760-0019　香川県高松市サンポート2-1
	TEL：087-825-5000
	『JRホテルクレメント高松』
	住所：〒760-0011　香川県高松市浜ノ町1-1
	TEL：087-811-1111

	７　参加対象
	８　参加人数（予定）500　人
	９　大会日程
	１０　大会内容
	１日目　９月9日（火）
	12:00～13:00　受  付
	13:00～13:30　開会式
	13:30～14:30  行政説明
	こども家庭庁　支援局　家庭福祉課　社会的養護専門官　篠原　修二　氏

	14:30～14:45  休憩
	14:45～15:30　情勢報告
	全国児童養護施設協議会　会長　髙橋　誠一郎　氏

	15:30～17:00　基調講演
	演　題『 小児科医から見た子ども虐待 』
	～ 子どもの小さな声を聴く ～
	講　師　四国こどもとおとなの医療センター　医師　木下　あゆみ 氏

	17:15～18:00　分科会関係者打合せ
	18:30～　　　  意見交換会

	２日目　９月１0日（水）
	9:30～10:00　受付
	10:00～17:00　分科会（第１分科会～第６分科会）

	３日目　９月１1日（木）
	9:30～11:00　記念講演
	講　師　　落語家　　桂　こけ枝 氏
	講師紹介　「ニコニコ笑顔で自分らしく!」をモットーに、落語の魅力を、人権、福祉、健康、子育て、授業、芝居、オペラなど幅広いジャンルに持ち込み、人を引き込む独特の風貌とほのぼのとした語り口が特徴。全国に多くのファンを持つ落語家。1997年からＦＭ香川のパーソナリティを務めている。

	11:00～11:30　分科会振り返り
	11:30～12:00　閉会式


	１１　分科会について
	第１分科会『児童養護施設のこれから』
	【趣旨】
	境界値の子どもや発達に課題を抱えた子どもへのケアなど、難しい対応に追われている日常。そういった課題を抱えつつも、視線を地域に向けるために必要なことを考える。

	【論点】
	○新しいニーズに応えていくための取り組み
	○助言者からの基調報告を基に、児童養護施設の専門性を再認識する

	【助言者】
	友川 礼 氏　　　　　　　　　　　　　　松山東雲女子大学　人文科学部
	心理子ども学科　心理福祉専攻　准教授

	【司会・進行】　　愛媛県
	【発表者】　　　　３名（近畿ブロック・中国ブロック・九州ブロック）

	第２分科会『小規模化に伴う課題について』
	【趣旨】
	小規模化に伴う子ども、職員の様々な課題について共有するとともに、施設での取り組み等も参考にそれぞれの施設で何ができるのかを考える。

	【論点】
	○個別ケア、ルールについて
	○チームケアのあり方
	○人材育成

	【助言者】
	上村 宏樹 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　無憂樹　代表

	【司会・進行】　　高知県
	【発表者】　　　　3名（近畿ブロック・四国ブロック・九州ブロック）

	第３分科会『愛着形成について』
	【趣旨】
	「愛着形成」をテーマに、子どもたちの健全な発達と育成を支援するための知識と実践を深める。講義と具体的な事例発表を通じて理論と実践を学び、グループワーク等、意見交換を通じて現場での課題解決に向けた具体的な方策を検討する。

	【論点】
	○愛着の理解と施設養育の本質について
	○愛着形成を土台にした施設処遇の実践とは

	【助言者】
	久保 樹里 氏　　　　　　　　　日本福祉大学　社会福祉学部　准教授 西出 誠 氏　　　　　　　　　　社会福祉法人　海の子学園入舟寮　副施設長代理

	【司会・進行】　　徳島県
	【発表者】　　　　2名（四国ブロック）

	第４分科会『義務教育後の進路選択と自立支援』
	【趣旨】
	昨今、社会的には多様性を認めようという風潮になってきているが、義務教育後の進路選択について児童養護施設でどこまで受け入れていくべきなのか。長く支援していくためには、どのような方法がとれるのか。また、児童養護施設の自立支援は今後、どのように変わっていくのか、どう変わるべきなのか。

	【論点】
	〇児童養護施設の自立支援（進路選択）のあり方について
	○不登校（学校不適応）児へのアプローチについて
	○学校との連携のあり方について

	【助言者】
	松岡 成行 氏　　　　　　香川県子ども女性相談センター　児童虐待対策課　課長

	【司会・進行】　　香川県
	【発表者】　　　　2名（近畿ブロック・四国ブロック）

	第５分科会『施設の防災について』
	～子どものいのちを守るためにできること～
	【趣旨】
	近年、想定を超える災害が各地で多発している。西日本ブロックにおいても、南海トラフ地震がいつ発生してもおかしくない状況である。こうした背景を踏まえ、防災に関する現在の取り組みや課題を改めて確認するとともに、実際に被災を経験した地域や施設の実践事例から学びを得て、今後の施設における防災の在り方について検討したい。

	【論点】
	〇施設の防災における取り組みと課題
	〇実際にご苦労された施設の実践からの学び
	〇災害時の食や生活における工夫など

	【助言者】
	磯打 千雅子 氏　　　　　　　　香川大学　地域強靭化研究センター　特命准教授

	【司会・進行】　　香川県
	【発表者】　　　　3名（石川県・中国ブロック・九州ブロック）

	第６分科会『ICTの導入』
	～ICTを活用し、業務の軽減を～
	【趣旨】
	小規模化や地域分散化が進む中で、職員数は増加しているものの、多くの場面では、1人で業務にあたるケースが主となっている。そのため、職員同士のコミュニケーションが取りづらくなり、情報共有が十分に行われない状況が生じている。一方で、IT分野の進歩は著しく、生成AIやクラウドサービスといった言葉を耳にする機会が増えているが、それらを実際の業務にどのように活かせるのかについては、まだ十分に理解されていないのが現状ではないだろうか。 本分科会では、こうした現状を少しでも改善することを目指し、デジタル化について...

	【論点】
	〇経過記録システムの導入事例
	〇地域小規模等の遠隔施設とのネットワーク
	〇各施設で作成されている独自の記録データや事務処理データの紹介と共有
	〇情報管理とセキュリティ

	【助言者】
	升形 信勝 氏　　　　　　リコージャパン株式会社　デジタルサービス営業本部
	香川支社香川営業部　香川ソリューション２グループ

	【司会・進行】　　香川県
	【発表者】　　　　2名（中国ブロック・九州ブロック）


	１２　参加について
	（１）参加費　　１名につき12,000円（税込み）とします。
	（２）参加申し込み後の取り消しや当日欠席の場合、参加費は返金しません。
	※参加券を大会事務局に送付のうえ、資料の請求があれば後日資料を送付します。
	（３）参加申込者には資料引換券を発行し、大会当日資料と引き換えます。

	１３　参加・宿泊・意見交換会および昼食等の申し込みについて
	（１）参加・宿泊・意見交換会および昼食については、日本旅行高松支店が取扱います。
	（２）意見交換会費は、１名につき10,000円。昼食は、１名につき1,100円となります。
	（３）各施設は、参加・宿泊・意見交換会の希望について、下記URLの申し込みサイトを参照のうえ、７月31日（木）までに、お申し込みください。 　　https://va.apollon.nta.co.jp/nishiyokyo_registration/joho?MODE=top
	なお、参加・宿泊・意見交換会等の費用のお支払い、領収書の発行も申し込みフォームで行ってください。
	（４）参加のみで、宿泊・意見交換会等の申し込みをされない場合も、上記URLより申し込みをお願いいたします。

	１４　個人情報の取り扱いについて
	本セミナー参加申込書に記載された個人情報は、本セミナーの運営管理に関する業務以外の目的には使用しません。なお、本セミナー参加者名簿として「県名、所属勤務先、氏名、職名、参加分科会、意見交換会の出欠」について記載を行います。

	１５　問い合わせ・申し込み先等
	（１）セミナーの内容・運営に関すること【大会事務局】
	（２）参加・宿泊・意見交換会等に関すること【参加等申し込み先】
	（３）西日本セミナーに関する情報について
	本セミナーは香川県の３つの児童養護施設が企画運営をさせていただきます。当日に十分なご案内ができないと予想されますので、下記URLのホームページより情報発信させていただきます。



